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闇
脚平成10年度市政の基本方針と重点施策

／／

民協同方式による

まちづくりをすすめます

　　　田國田目回田国回
　　　回心日血目目囹国日

公＼ド
　
　
．
．

　
近
年
、
急
速
な
少
子
・
高
齢
化
の
進
展
、
価
値
観
の
多
様
化
に
よ
る
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
な
ど
、
社
会
構
造
自
体
が
大
き
く
変
化
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
私
た
ち
行
政
に
は
、
高
齢
化
、
国
際
化
、

情
報
化
な
ど
の
新
た
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
、
市
民
生
活
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
2
1
世
紀
を
目
前
に
控
え
、
か
け
が
え
の
な
い
郷
土
日
向
市

を
、
明
る
く
人
情
味
豊
か
な
日
向
市
民
の
参
加
と
努
力
に
よ
っ
て
さ
ら
に

発
展
さ
せ
、
子
孫
に
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
私
は
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
「
対
話
」
と
「
協
調
」
を
基
本
と
し
て

市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
平
成
1
0
年
度
は
「
産
業
が
栄
え
、

文
化
の
香
り
高
い
都
市
」
に
向
か
っ
て
、
「
公
民
協
同
方
式
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
第
3
次
日
向
市
総
合
計
画
及
び
県
北
地
域
拠
点
都
市
構

想
に
基
づ
く
3
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
す
な
わ
ち
中
心
市
街
地
の
整
備
財

光
寺
南
土
地
区
画
整
理
事
業
及
び
細
島
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
整
備
を
計

画
的
に
進
め
る
と
共
に
、
市
内
各
地
区
の
均
衡
あ
る
発
展
に
配
意
し
つ
つ

都
市
基
盤
の
整
備
、
教
育
こ
福
祉
の
充
実
、
産
業
の
振
興
、
自
然
環
境
の

保
全
な
ど
行
政
の
各
般
に
わ
た
っ
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
併
せ
て
、
地
方
分
権
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
る
た
め
、
行
財
政
の

改
革
を
積
極
的
に
推
進
し
、
財
政
基
盤
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

《
市
長
の
基
本
方
針
か
ら
》

子供たちの笑顔輝くまちをつくります（上町保育所）

　
平
成
1
0
年
第
1
回
日
向
市
議
会
が
、

3
月
2
日
か
ら
1
9
日
ま
で
の
1
8
日
間
の

日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
初
日
、
赤
木
市
長
か
ら
平
成
1
0

年
度
の
市
政
の
基
本
方
針
と
重
点
施
策

が
公
表
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

♂
都
市
基
盤
の
整
備

　
東
九
州
自
動
車
道
は
、
整
備
計
画
路

線
で
あ
っ
た
延
岡
・
西
都
間
の
う
ち
西

都
・
都
農
間
の
施
行
命
令
が
出
さ
れ
ま

し
た
．
、
今
後
は
、
そ
の
区
問
の
早
期
着

工
と
、
残
る
都
農
・
延
岡
間
の
施
行
命

令
に
対
し
、
関
係
機
関
と
．
体
と
な
っ

た
運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
，

　
中
心
市
街
地
の
整
備
は
、
基
幹
事
業

と
な
る
上
地
区
画
整
理
事
業
の
合
意
形

成
作
り
、
事
業
化
に
向
け
た
計
画
や
調

査
、
街
な
か
再
生
事
業
に
関
す
る
種
々

の
計
画
の
調
査
を
行
い
ま
す
．
、

　
財
光
寺
南
上
地
区
画
整
理
事
業
は
、

国
の
「
ふ
る
さ
と
の
顔
づ
く
り
モ
デ
ル

事
業
」
に
よ
り
、
グ
レ
ー
ド
の
高
い
町

並
み
を
形
成
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

　
日
向
南
町
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

塩
見
橋
の
架
け
替
え
を
含
め
た
県
の
街

路
事
業
に
併
せ
て
富
高
財
光
寺
通
線
を

整
備
し
、
こ
れ
ら
に
伴
う
家
屋
の
移
転
、

排
水
路
の
付
け
替
え
等
を
進
め
ま
す
。

　
細
島
東
部
住
環
境
整
備
事
業
で
は
、

引
ぎ
続
き
道
路
及
び
コ
ミ
ユ
ニ
テ
で
住

宅
用
地
の
造
成
を
行
い
、
一
部
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
住
宅
の
建
設
に
着
手
し
ま
す
．
．

道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
下
ケ
浜
通

線
の
整
備
を
引
き
続
き
行
う
ほ
か
、
日

知
屋
財
光
寺
通
線
改
良
事
業
で
は
、
実

施
設
計
、
用
地
買
収
、
建
物
移
転
等
を

行
い
ま
す
．
．

　
一
般
市
道
で
は
、
権
現
原
線
、
中
村

西
川
内
線
等
を
引
き
続
き
整
備
す
る
と

と
も
に
、
籾
木
線
、
南
口
向
日
の
、
平
線

の
測
量
を
行
い
ま
す
．
、

　
運
動
公
園
、
総
合
公
園
の
整
備
で
は
、

お
倉
ケ
浜
総
合
公
園
の
観
覧
席
改
修
工

事
及
び
大
王
谷
運
動
公
園
の
ベ
ン
チ
改

修
工
事
、
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
改
修
工
事
等

を
進
め
ま
す
．

　
次
に
、
南
日
向
駅
前
広
場
の
整
備
で

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
の
実
施
設

計
や
児
童
公
園
の
整
備
及
び
建
物
の
移

転
工
事
等
を
行
い
ま
す
、

　
下
水
道
の
整
備
で
は
、
細
島
ポ
ン
プ

場
建
設
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
水
処
理
施

設
建
設
等
に
取
り
組
む
と
同
時
に
、
大

王
谷
地
区
、
松
ケ
迫
地
区
、
草
場
地
区
、

曽
根
地
区
の
面
整
備
を
行
い
住
環
境
の

向
ヒ
を
図
り
ま
す
．
．

　
公
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
新

財
市
住
宅
建
替
事
業
を
引
き
続
き
実
施

す
る
ほ
か
、
美
々
津
駅
前
住
宅
に
つ
い

て
今
年
度
、
基
本
計
画
を
策
定
し
、
平

成
1
2
年
度
ま
で
に
建
設
し
ま
す
．
、

　
港
湾
の
振
興
に
つ
い
て
は
現
在
、
白

浜
港
に
マ
イ
ナ
ス
ー
3
メ
ー
ト
ル
の
大
水

深
岸
壁
と
背
後
地
の
整
備
が
進
め
ら

れ
、
平
成
H
年
度
の
完
成
が
予
定
さ
れ

23
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だれもが安心して暮らせる長寿社会を目指します（特別養護老人ホーム立縫の里）

て
い
ま
す
．
．
併
せ
て
、
耐
震
岸
壁
と
背

後
の
埠
頭
用
地
の
築
造
も
行
わ
れ
て
い

て
、
平
成
1
2
年
度
の
完
成
が
ア
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
で
は
、
老
朽
化
し
た
権
現

原
浄
水
場
の
電
気
設
備
関
連
の
改
良
工

事
を
行
う
ほ
か
、
土
地
区
画
整
理
地
区

内
の
排
水
管
布
設
、
細
島
東
部
住
環
境

整
備
地
区
の
水
圧
不
足
解
消
の
た
め
の

配
水
施
設
工
事
等
を
行
い
ま
す
。

”
」
市
民
福
祉
の
向
上

　
高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
で
は
、
老

人
市
内
無
料
パ
ス
を
継
続
実
施
す
る
ほ

か
、
長
寿
祝
い
金
の
支
給
、
高
齢
者
ク

ラ
ブ
活
動
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
．
．

　
在
宅
福
祉
で
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
事
業
や
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
事

業
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
を
は
じ
め
、

住
宅
改
造
助
成
事
業
な
ど
に
引
き
続
き

取
り
組
み
ま
す
。

　
障
害
者
福
祉
で
は
、
盲
人
ガ
イ
ド
ヘ

ル
パ
ー
一
派
曳
旭
事
血
茉
、
右
里
度
障
宝
口
者
に
対

す
る
タ
ク
シ
ー
料
金
の
助
成
、
ふ
れ
あ

い
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
な
ど
を
引
き
続
き

実
施
し
ま
す
．
、

　
児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
子
供
た
ち

が
健
や
か
に
育
つ
環
境
づ
く
り
に
努
め

る
と
と
も
に
、
障
害
児
保
育
、
乳
児
保

育
、
一
時
的
保
育
及
び
地
域
保
育
セ
ン

タ
ー
活
動
事
業
、
子
育
て
相
談
等
モ
デ

ル
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
．
．

改良工事の行われる権現原浄水場

　
保
健
・
医
療
に
つ
い
て
は
、
日
向
病

院
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
設
置

に
助
成
す
る
と
と
も
に
、
H
向
地
区
小

旧
ん
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
の
運
営
事
業
、

在
宅
歯
科
訪
問
診
療
事
業
、
在
宅
当
番

．
医
制
整
備
事
業
も
引
き
続
き
実
施
し
ま

す
。
併
せ
て
、
m
年
度
か
ら
は
、
難
病

在
宅
患
者
等
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、
日
常
生
活

用
具
の
給
付
等
を
行
う
生
活
支
援
事
業

に
取
り
組
み
ま
す
。

ソ
生
活
環
境
の
基
盤

　
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
は
、
資
源
の

有
効
活
用
と
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め

に
、
ご
み
減
量
化
の
推
進
、
資
源
再
利

用
の
推
進
、
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の

整
備
、
公
害
防
止
対
策
、
生
活
排
水
対

策
等
の
啓
発
と
事
業
推
進
に
努
め
ま
す
．
．

　
消
防
行
政
で
は
、
消
防
、
救
急
業
務

〔

平成10年度市政の基本方針と重点施策

〆

の
自
動
化
を
図
り
、
広
域
災
害
へ
対
応

で
き
る
体
制
の
確
立
を
図
る
と
と
も

に
、
救
急
救
命
士
の
養
成
と
高
規
格
救

急
車
及
び
高
度
救
命
処
置
用
資
機
材
の

整
備
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
大
規
模
災
害
に
対
応
す
る
た

め
、
防
災
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
し
、

「
日
向
市
地
域
防
災
計
画
」
の
策
定
や

防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
を
行
い
ま
す
。

ブ
産
業
の
振
興

　
農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
野
菜
産

地
育
成
対
策
と
し
て
収
益
性
の
高
い
野

菜
の
産
地
化
を
目
指
す
た
め
、
種
子
や

苗
の
購
入
費
用
の
一
部
助
成
を
引
き
続

’

き
実
施
し
ま
す
。

　
農
業
の
基
盤
整
備
事
業
で
は
、
農
村

総
合
整
備
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業

を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
林
業
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
山
口
中

払
線
林
道
開
設
事
業
を
引
き
続
き
推
進

す
る
と
と
も
に
、
塩
見
谷
・
土
々
呂
内

線
の
危
険
個
所
の
修
復
を
図
る
た
め
の

林
道
改
良
事
業
に
着
手
し
ま
す
。

　
漁
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
漁
場
の
拡
大
を
図
る
た
め
の
魚
礁
の

設
置
を
行
い
ま
す
。

　
商
工
業
の
振
興
で
は
、
中
心
市
街
地

に
お
い
て
昨
年
「
特
定
商
業
集
積
整
備

基
本
構
想
」
の
知
事
承
認
が
得
ら
れ
ま

し
た
の
で
、
今
後
、
商
店
街
独
自
の
基

本
計
画
、
実
施
計
画
を
策
定
し
て
い
た地元産業の振興に取り組みます（富島漁協）

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
地
場
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
新

商
品
の
研
究
、
開
発
等
を
行
う
組
合
に

対
し
助
成
を
行
っ
て
行
き
ま
す
。

　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
細
島
港
の

整
備
と
併
せ
て
ア
ク
セ
ス
道
路
網
の
整

備
も
促
進
さ
れ
ま
す
の
で
、
さ
ら
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
．
、

　
観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
口
向
サ

ン
パ
ー
ク
整
備
事
業
で
、
温
泉
を
利
用

し
た
施
設
計
画
及
び
サ
ン
パ
ー
ク
の
後

期
計
画
を
策
定
す
る
た
め
「
（
仮
称
）

温
泉
利
用
開
発
促
進
協
議
会
」
を
設
置

し
ま
す
．
．

ソ
教
育
文
化
の
向
上

ρ

　
教
育
行
政
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育

施
設
の
整
備
と
し
て
美
々
津
中
学
校
の

屋
内
運
動
場
増
改
築
事
業
及
び
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
整
備
事
業
を
引
き
続
き
行
う
ほ

か
、
大
王
谷
小
学
校
の
大
規
模
改
造
事

業
を
平
成
1
1
年
度
ま
で
の
2
隔
年
事
業

で
実
施
し
ま
す
．
、

　
ま
た
、
登
校
拒
否
、
い
じ
め
及
び
非

行
防
止
対
策
と
し
て
は
、
「
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
活
用
調
査
研
究
事
業
」

を
通
じ
て
、
指
導
体
制
の
確
立
に
努
め

ま
す
．
、

　
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
O
I
1
5

7
対
策
な
ど
安
全
性
の
確
保
の
た
め
、

低
温
室
付
コ
ン
テ
ナ
の
導
入
を
年
次
的

に
図
っ
て
い
き
ま
す
、
．

　
杜
会
教
育
で
は
、
青
少
年
健
全
育
成

事
業
の
拡
充
を
は
じ
め
、
成
人
教
育
の

充
実
や
生
涯
学
習
の
推
進
な
ど
に
努
め

ま
す
．
、

　
文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
保
存
整
備
事
業

や
埋
蔵
文
化
財
保
存
事
業
を
推
進
す
る

ほ
か
、
市
指
定
有
形
文
化
財
建
造
物
・

旧
型
鍋
屋
旅
館
の
修
復
整
備
を
引
き
続

き
実
施
し
ま
す
。

　
図
書
館
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
だ
れ

も
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
な
図
書

案
内
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
市

民
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
気
軽
に
楽
し

む
こ
と
の
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
に
つ
い
て
努
力
し

ま
す
．
．

　
人
権
啓
発
の
推
進
で
は
、
あ
ら
ゆ
る

差
別
を
許
さ
な
い
と
の
立
場
か
ら
啓
発

事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
先
般
設

置
し
ま
し
た
「
人
権
教
育
の
た
め
の
国

連
1
0
年
推
進
本
部
」
に
お
い
て
、
B
向

市
に
お
け
る
行
動
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　
女
性
行
政
で
は
、
女
性
懇
話
会
の
設

置
や
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
な
ど
、

ま
ち
づ
く
り
に
対
し
て
積
極
的
な
取
り

組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
事
業
を
継
続
的

に
推
進
し
て
い
く
こ
と
で
、
男
女
平
等

の
社
会
づ
く
り
に
努
力
し
ま
す
。

　
国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、
友
好
都
市

灘
坊
市
へ
の
市
民
交
流
団
な
ど
の
派
遣

や
訪
日
団
の
受
け
入
れ
を
積
極
的
に
行

う
ほ
か
、
国
際
交
流
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
を
図
る
た
め
国
際
交
流
員
の
招
致

を
実
施
し
ま
す
．
、

5
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日向ひょっとしマランンINほそしま

　新春の日向路を舞台に健脚を競う「日向ひょっ

とこマラソンlnほそしま」が2月22日　細島港周

辺で開かれました。今年も市内はもちろん、遠く

は東京都や兵庫県などから911人が参加しまし

た。参加者らは、寒さも和らいだ絶好のコンディ

ソヨンのもと、ゴール目指して心地よい汗を流し
ました。

スタート前の緊張は子供たちも同じ

、

．鱗
状孫引日課畳職こ認勃1、恥しま

自分の目標に向ってスタートする選手たち

協・半品触馬罐
選手宣誓は秋吉さん夫婦

今大会の種目別優勝者とタイム《敬称略》

◆2km

小学4年．男’

小学4年女．f・

小学5年男了二

小学5年女子

小学6年男ヂ

小学6年女チ

◆3㎞

中学男子

中学女．f一

親　　．」・

◆5km

中学男子

中学女子

高校男．ゴ・

：吉田浩二（延岡市）7分25秒

：那須安由子（日向市）7分55秒

＝椎葉憲亮（日向市）7分13秒

：今津那穂子〔大分県）7分21秒

：福崎正倫（延岡市）6分33秒

：杉原詩織（日向市）7分17秒

　　　：宗　　烈（延岡市）9分27秒

　　　：八木真了・（都城市）10分22秒

：川野輝夫・明人（小林市）ll分56秒

．．・ ﾊ男子29歳以ド

ー一 ﾊ．女子29歳以．ド：松原貴子（諸塚村）24分13秒

一一 ﾊ男壬30歳代　：岩崎俊彦（延岡市）17分30秒

・般女子30歳代　：黒木明子〔日向市）23分49秒

一般男．∫・40歳代　＝有江勝成（宮崎市）17分07秒

．一 ﾊ女「・40歳代　：石橋節子（小林市）19分15秒

：花堂　誠〔都城市）17分Ol秒

：河野悦子（延岡市）20分5ユ秒

＝須田雄也（延岡市）16分49秒

＝石橋勇一（小林市）16分22秒

　（5km）

．．一 ﾊ男子・50歳代　＝染矢秋義（北川町）18分02秒

　・般女子50歳代　；内倉ピサ了・（高．千穂町）24分51秒

一般男一∫・60歳代　：菊地義雄（門川町）20分05秒

一般女了・60歳代　：川辺眞弓（熊本県）23分43秒

一一 ﾊ男子70歳以上1前原和夫（宮崎市）20分13秒

・般女子70歳以ヒ＝秋吉登美（日向市）49分05秒

◆10km

高校男子・　　　　：宗　　尚（延岡市）32分28秒

・般男子29歳以下；長友誠二（日向市）36分04秒

．一 ﾊ女子29歳以ド：スーザン・ケリー（宮崎市）

　　　　　　　　　　　　　　　　　44分23秒
．一 ﾊ男子30歳代

　・舟窒女子・30歳fに

‘般男子40歳代

一一 ﾊ女子40歳代

．一 ﾊ男子50歳代

・般女子50歳代

一舟窒男子一60歳fLヒ

一般女子60歳代

　L原健二（小林市）35分56秒

＝黒木千尋（日向市）48分29秒

：鯵坂健夫O延岡rlf）34分08秒

：越智晴美（目向市）43分37秒

＝中田稲生（LI向市）38分52秒

1田中千栄．f（東京都）42分43秒

：黒川茂弘（大分県）41分18秒

：菅原静子（日向市）62分Ol秒

一一 ﾊ男子70歳以上＝阿南重継（熊本県）43分12秒

7

四人件費の状況（普通会計決算）

も1’ 」

区　分
平成8年度

住民基本台帳人口
9331現在59，74〔，人

　歳出額A
20　963．〔〕58TP】

　人件費B
4398096T・円

人件費率B　A

　2L（脱

［注’人件費には，特別職の給fj・及び報酬を含みます

目職員給与費の状況（普通会計予算）

区　分 職員数A 給　　　　与　　　　費
給　　料 職員手当 期末・勤勉手当　　　計　B

1人当たり給与費

@B／A

平成9年度 484人 2．〔〕12、666丁一円 325．547T．円 96L798T・円　　3，300，011丁’円　　6．818．T・円

〔注〕1．特別職、教育．長をF余きます

　2．職員手当には、退職手当は含みません
　3．給与費は．幽F成9年度幽li二二算に計しされた額であり、給「」・改定分として！．0％を含みます

回職員の平均縮斜月額及び平均年齢の状況

　　　　　　　一般行政職
　区　分
　　　　　平均給料月額　平均年齢
　日向市　　341．585円　　　41．5歳

　国309．392円．39」歳

目職員の初任給の状況

区　　分

一　般

行政職

大学卒

日　　向　　市 国

決定初任給青男繍髄初任給 採用2年経過
日の給料月額

17L〔，OOFI．191．7DO円l171．000円．且84，8（10円

高校卒i143，800円160，700円139．300円i148、900円

目職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況

区　　分 経験年数10年　経験年数15年　経験年数20年

大学卒
259，25〔〕1丁】　　　　314、666ド1　　　　377．350FJ　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　一

一　般

s政職 高校卒 230．800円　1268、825FI　　328」25円

囹一般行政職の級別職員数の状況

区　分 1級 2級　　3級　　4級　　5級　　6級　　7級　　8級　　9級　　計

標準的な
E務内容

主　事 主　事　主　事　　L　事　主　事．潔妻：漏律詩ミ．痛翻潔　覧　課　長

職員　数IO人
9ノ＼　　　　　30ノ、　　　　46ノ＼　　　　19ノ、　　i　45ノ、　　　　1】3ノ＼　1　　25ノ＼　　　　11ノ、　　．　298ノ、

構成比　o、o％ 3，0％　　　　】0．且％　　　15．4％　　．　6．4％　　．　15，1％　　　37，9％　　　　8．4％，　：　3．7％　　　　100％

〔注1日向市の給与条19Uに基づく給料日の級区分による職員数てす

回職員手当の状況
　〔1）期末・勤勉手当

日　　向　　市 国
区　分

期末手当　　勤勉手当 期末手当　　勤勉手当

6月期 L6月分　10．6月分 1．6月分　　　（L6月分

12月期 1．9月分　　　0．6月分一 L9月分　Io，6月分

3月期 O．55月分 　　　　　　一Z．55月分　　　　1

計 4．05月分　　　1．2月分　　　　　　　　　i
μ劉．L2月分

その他の

ﾁ算措置

職制トの段階、職務の級　職制ヒの段階、職務の級
凾ﾉよる加算措置　有　　　　　等による加1算措置　有

圖特別職の報酬などの状況

区分
　　　　　　　　　　　期　末　手　当給料報酬

6月期　　12月期 3月期　　　計

市 長． @865．0⑪〔［　I　　　　i

助　役…　692．000　　L6月分：L9月分i〔｝．5月ラ｝！4．（」月分

　　　　　　＿　　　　　　　　一　圃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

茁��|　618，000　　　　　　1　　　　1

議長1433．000

副議長：　3ア9．000　11．6月分！且．9月分　0．5月分i4．O月分　　　　　　　　　　」　　　　　　　1

議　員　　358．000

（2）退職手当

市
職
員
の
給
う
は
、
国
家
公
務
員
の
給
与
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
市
議
会
の
審
議
を
経
て

条
例
や
規
則
な
ど
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
市
職
員
の
給
与
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
平
成
九

年
四
月
「
日
現
在
の
市
職
員
の
給
与
な
ど
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
職
員
の
給
与
な
ど
を
公
表
し
ま
す

日　　向　　市 国
区　分

自己都合一二．勧奨・定年　　自己都合 勧奨・定年

勤続20年
21．〔〕月分28．875月分：2LO月立：一一

28．8筒月分

勤続25年 　　　　　　　　一R3．75月分． S4，55月分　　3375月分
．

　．　　　　一

S4．55月分

勤続35年 47．5月分　　62，7月分　　47．5月分 62．7月分

最高隈度額 60，〔〕月分　　62．7月分　　6〔1，0月分 ．

62．7月分

その他の

ﾁ算措置

　　　　．定年前㌧糊
@　　　…退職特例措置

鼈鼈齔
～三山算．�

定年前早期．退職特例措置2

嶋黷Q〔」％加算ﾐ

職時特
ﾊ昇給．�

奨2弓・定

N1号　…　　　＿　　　　　　　　．�
号ﾐ

人当たり平

ﾏ支給額�

　　　　．　　　　　　　　　　一　

噤D円　　　　　丁．日！0

@　　　28，293�

注1退職γ当の　．人当たり’F均支給額は、前年度に退職したﾐ

職員に支給ざれたLF均額．てすﾐ
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岳
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日
向
市
中
心
市
街
地
整
備
の
早
期
実

現
に
向
け
た
総
決
起
大
会
が
2
月
鉤

目
、
市
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
．

大
会
に
は
、
地
域
住
民
を
は
じ
め
、
市

や
県
、
経
済
団
体
な
ど
約
5
5
0
人
が

参
加
し
ま
し
な
、

　
H
向
市
の
中
心
市
街
地
は
、
大
型
店

の
郊
外
進
出
や
J
R
H
豊
本
線
に
よ
る

市
街
地
の
分
断
、
都
市
基
般
皿
整
備
の
遅

れ
な
ど
に
よ
り
市
街
地
の
空
洞
化
が
進鉢巻姿で大会に臨む参加

行
し
て
い
ま
す
．
、
こ
の
よ
う
な
中
、
中

心
市
街
地
の
整
備
は
「
日
向
圏
域
の
顔

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
日
向
市
駅
連

続
立
体
交
差
事
業
を
は
じ
め
土
地
区
画

整
理
事
業
、
特
定
商
業
集
積
整
備
整
備

法
に
基
づ
く
商
業
施
設
の
整
備
事
業
及

び
公
共
公
益
施
設
と
し
て
整
備
す
る

（
仮
称
）
2
1
世
紀
プ
ラ
ザ
の
建
設
に
よ
る

4
事
業
を
官
民
が
一
体
と
な
り
、
平
成
1
2

年
度
の
同
時
着
工
を
目
指
し
て
い
ま
す
．
．

　
今
同
の
大
会
は
、
こ
れ
ら
4
事
業
の

進
展
に
伴
い
、
市
民
や
関
係
各
機
関
な

ど
に
対
し
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が

ね
ら
い
で
す
。

　
大
会
で
は
、
早
期
実
現
に
向
け
た
次

の
大
会
決
議
案
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
．
．

《
大
会
決
議
案
》

一、

卲
�
s
駅
鉄
道
高
架
事
業
の
早
期

　
実
現
の
た
め
、
所
要
の
予
算
額
の
確

　
保
を
図
る
こ
と

一、

�
S
市
街
地
の
活
性
化
を
効
果
的
・

　
効
率
的
に
推
進
す
る
た
め
、
1
1
省
庁

　
連
携
に
よ
る
総
合
的
支
援
の
拡
大
と

　
所
要
な
予
算
額
の
確
保
を
図
る
こ
と

一、

u
日
向
・
入
口
圏
域
の
顔
と
な
る

　
活
力
あ
る
街
づ
く
り
」
を
目
指
す
た

　
め
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
早
期
着

　
工
に
向
け
た
所
要
の
予
算
額
の
確
保

　
を
図
る
こ
と

　
大
会
決
議
案
採
択
の
後
は
、
参
加
者

米良議長の音頭でガンバローを三唱

へ
上
前
で
、
早
期
実
現
に
向
け
て
「
ガ
ン

バ
ロ
i
一
を
一
．
一
為
し
ま
し
た
．
．

　
ま
た
、
大
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た

基
調
講
演
で
は
、
宮
崎
大
学
助
教
授
の

出
1
1
近
士
さ
ん
が
「
地
方
の
都
市
と
人

づ
く
り
」
と
い
う
演
題
で
講
演
．
．

　
出
目
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
自
分
自
身

が
携
わ
っ
て
き
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
を

例
に
挙
げ
な
が
ら
、
「
都
市
の
機
能
と

し
て
必
要
な
も
の
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
。
日
向
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
る
と
き
、
日
向
に
は
ど
の
よ
う
な
個

性
が
あ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
い
い
と
こ

ろ
が
あ
る
の
か
な
ど
、
市
民
全
員
で
一

緒
に
夢
を
語
っ
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
ま

し
た
．
、

，
コ
題目人生　

人
生
の
節
目
で
あ
る
6
0
歳
を
祝
う
平

成
1
0
年
日
向
市
還
暦
式
は
3
月
8
日
、

中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年

度
、
市
内
で
還
暦
を
迎
え
た
方
は
、
男

性
3
5
6
人
、
女
性
4
0
3
人
の
計
7

5
9
人
で
す
。
式
典
で
は
、
は
じ
め
に

稲
田
健
一
・
京
子
さ
ん
夫
妻
（
比
良
）

が
還
暦
者
を
代
表
し
て
生
涯
現
役
証
書

を
受
け
取
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
興
椙

ツ
ル
子
さ
ん
（
比
良
）
が
「
地
域
社
会

の
ヨ
貝
と
し
て
、
こ
の
平
和
で
豊
か
な

日
本
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に

も
、
心
身
と
も
に
健
や
か
で
楽
し
み
に

満
ち
た
長
寿
社
会
を
強
く
生
き
抜
き
ま

す
」
と
誓
い
の
一
三
ロ
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
赤
木
市
長
は
「
い
つ
の

時
代
も
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
生
き

が
い
を
も
ち
な
が
ら
、
心
身
と
も
に
健

康
に
生
き
る
こ
と
が
真
の
幸
せ
で
す
。

今
後
も
生
涯
現
役
の
意
気
込
み
で
、
ご

指
導
、
こ
鞭
幽
く
だ
さ
い
」
と
、
お
祝

い
の
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

〉一
2
1

ら「∠’

た
火
は

ミ
い

6

隔
　
ミ
F

お
や
ん
と
消
す
ま
で
窃
な
た
の
火

全
国
春
の
火
災
r
真
運
動
の
一
環
と

て
行
わ
れ
た
防
火
ポ
ス
タ
ー
展
が
、

月
4
日
か
ら
1
0
日
ま
で
ア
ス
テ
ィ
日

歯
屋
で
開
か
れ
ま
し
た
。

ボ
ス
タ
！
展
に
は
、
市
内
を
は
じ
め

川
町
、
東
郷
町
の
小
中
学
校
か
ら
1

5
3
点
が
寄
せ
ら
れ
3
月
8
日
、
表

式
が
同
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
．

入
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
と

特
別
賞
】
日
向
市
長
賞
H
児
玉
祥
子

斗
岩
小
4
年
）
▽
日
向
市
議
会
議
長

所得税の特別減税を実施

◆対象者　　　　　　　　　　　　　　．
　平成10年分の所得税の納税者　　　’

◆特別減税額

　次の金額の合計額（ただし、その合計額がそ

の人の所得税額を超える場合は、その所得税額

が限度）

　①本人　18000円

　②控除対象配偶者　9000円

　③扶養親族　1人につき9000円，

◆実施方法

　①給与所得者　平成10年2月以後最初に支払

われる給与の源泉徴収額から控除されます。控

除しきれない分は、以後の給与から順次控除さ

れます。

　②公的年金受給者　給与所得者に準じて行わ

れます。

　③事業所得や不動産所得者r予定納税がある

方は、その中から控除されます。それ以外の方

は、確定申告の際に特別減税の適用を受けます。

　詳しくは、延岡税務署（80982－32－3301）

または宮崎税務相談室（燈0985－24－9380・

9389）へD

賞
1
1
森
敏
志
（
富
高
小
5
年
）
▽
日
向

市
教
育
長
賞
1
1
矢
野
勝
久
（
財
光
寺
南

小
2
年
）
▽
日
向
市
消
防
長
賞
1
1
山
本

智
慧
（
岩
脇
中
1
年
）
▽
日
向
市
消
防

団
長
賞
1
1
い
の
う
え
し
ょ
う
た
（
日
知

司
馬
1
年
〉
▽
危
険
物
安
全
協
会
昌
昌

1
1
長
橋
真
愛
（
大
王
谷
小
3
年
）
▽
椥

寿
屋
日
向
店
長
賞
h
永
山
浩
子
（
財
光

寺
小
5
年
）

【
入
賞
】
金
賞
1
1
高
橋
景
子
（
岩
脇
中

．
1
年
）
▽
銀
賞
1
1
松
葉
孝
志
（
鵜
毛
分

校
1
年
）
▽
銅
賞
1
1
細
川
ひ
か
る
（
塩

見
小
2
年
）
、
西
田
み
つ
ひ
ろ
（
日
知

屋
小
2
年
）
、
塩
月
洋
幸
（
財
光
寺
小

3
年
）
、
さ
め
し
ま
り
ゅ
う
（
日
知
屋

小
1
年
）
、
工
藤
亜
希
（
財
光
寺
小
6

年
）
、
三
股
桂
子
（
日
代
屋
小
4
年
）

▽
佳
作
1
1
か
わ
の
て
る
ひ
こ
（
美
々
津

小
－
年
）
、
う
ら
ゆ
う
じ
（
富
高
小
1

年
）
、
久
山
我
尚
也
（
岩
脇
中
2
年
）
、
奥

田
美
穂
（
大
土
谷
小
6
年
）
、
土
橋
末

鈴
（
財
光
寺
南
小
4
年
）
、
由
田
沙
也

香
（
財
光
寺
南
小
5
年
）
、
糸
平
猛
則
（
平

岩
小
6
年
）
、
安
藤
南
（
美
々
津
小
4

年
）
、
一
政
未
央
（
日
知
屋
東
小
6
年
）
、

い
の
う
え
け
ん
と
（
富
高
小
1
年
）
、

黒
木
牧
生
財
光
寺
小
3
年
）
、
黒
木

麻
衣
（
富
高
小
4
年
）

　
高
齢
者
保
健
福
祉
の

ま
ち
つ
く
D
推
進
大
会

は
3
月
4
日
、
市
中
央

公
民
館
で
開
か
れ
、
約

5
0
0
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
大
会
で
は
、
高

齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
ふ

れ
あ
い
講
座
の
受
講
生

な
ど
に
よ
る
活
動
発
表

や
記
念
講
演
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
記
念
講

演
は
、
宮
崎
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
副
学

高齢社会を豊かに
高齢者保健福祉のまちづくり推進大会

院
長
で
理
学
療
法
士
の
米
田
睦
男
さ
ん

が
「
さ
あ
出
発
し
て
み
ま
せ
ん
か
！
自

立
色
の
老
後
を
送
る
た
め
に
一
・
」
と
い

う
演
題
で
講
演
。
米
田
さ
ん
は
」
局
齢

者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
す
る
中
で
、

自
分
で
で
き
る
こ
と
は
、
自
分
で
や
る

と
い
う
自
立
色
の
老
後
を
送
る
こ
と
も

大
切
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

アトラクションでは手話による合唱も披露

9
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美々津和紙職人佐々木寛治郎さん（62歳1駅馴）

さ
ん
宅
で
は
、
奥
さ
ん
と
娘

緒
に
和
紙
づ
く
り
に
励
ん
で

美
々
津
和
紙
の
伝
統
を
守
り

う
佐
々
木
さ
ん
は
、
後
継
者

事
を
覚
え
て
い
く
娘
さ
ん
に

ま
す
．
、

和
紙
は
、
障
子
紙
や
書
道
用

紙
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
．
、
そ

美
々
津
手
漉
き
和
紙
の
伝
統
を
守
り
続
け

美
々
津
の
名
を
全
国
に
広
め
た
い

ひ
む
か
疫
0
「
O
Q
o
甲
⊂
コ

紙　目とたいさ　木け限りr伝　し乱す境　が美厚藩のむ豊きマ　営り語も
’．

��ｵいまん佐さてりま美統昭までるのしあ々く時よ家かれタ和む区つ暖「
た々細てとすも々んい’す々工和い佐人変かつ津守代う々ない’紙佐でてかこ
こ津め仕思。一木奪き美。津芸63ま々た化した地らかなが宮なウの々美くみの

紙
の
魅
力
は
、
何
と
言
っ
て

の
あ
る
手
触
り
で
す
ね
し
と

れ
る
の
は
、
美
々
津
の
駅
昌

々
津
手
漉
き
和
紙
の
製
造
を

木
寛
治
郎
さ
ん
で
す
。

製
造
に
は
、
コ
ウ
ゾ
や
ミ
ツ

ツ
ギ
の
木
と
い
っ
た
原
料
と

水
が
必
要
で
、
昔
か
ら
自
然

崎
県
に
は
和
紙
の
製
造
を
営

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
こ

中
、
美
々
津
和
紙
は
、
高
鍋

ら
藩
の
奨
励
産
物
と
し
て
手

’
れ
、
昭
和
3
1
年
ご
ろ
に
は

区
だ
け
で
1
6
軒
も
の
製
造
所

そ
う
で
す
。

、
ダ
ム
の
建
設
な
ど
自
然
環

な
ど
に
よ
り
、
和
紙
を
製
造

ち
は
激
減
し
、
現
在
で
は
県

木
さ
ん
の
家
だ
け
と
な
っ
て

し
た
．
、

年
、
佐
々
木
さ
ん
は
、
県
の

士
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

に
は
、
清
流
・
石
並
川
が
あ

私
は
、
こ
の
石
並
川
が
有
る

々
津
和
紙
の
伝
統
を
守
り
続

た
い
と
思
い
ま
す
し
と
佐
々

の
ほ
か
美
々
津
の
中
学
校
や
小
学
校
の

卒
業
証
書
や
、
先
の
平
岩
地
蔵
尊
大
祭

で
の
お
札
に
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

］
本
物
を
作
り
続
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
ね
．
、
父
親
の
後
を
引
き
継
い
だ
こ
ろ

は
、
商
売
と
し
て
成
り
立
つ
か
難
し

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
で
は
全
国
各
地

か
ら
注
文
が
き
て
い
ま
す
．
．
そ
れ
よ
り

も
、
こ
の
美
々
津
和
紙
を
通
し
て
、
人

と
の
つ
な
が
り
が
で
き
る
こ
と
が
本
当

に
う
れ
し
い
で
す
ね
L
。

　
今
、
和
紙
の
製
造
は
、
全
国
で
も
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
，
佐
々
木
さ
ん
は
、

本
物
と
．
言
わ
れ
る
和
紙
を
作
り
続
け
る

こ
と
で
、
全
国
に
美
々
津
和
紙
の
名
を

と
ど
ろ
か
せ
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
佐
々
木
さ
ん
は
、
美
々
津
の

手
漉
き
和
紙
が
中
学
校
や
小
学
校
の
卒

業
証
書
に
使
わ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
、

「
子
供
た
ち
に
は
、
い
つ
ま
で
も
手
漉

き
和
紙
や
故
郷
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
で

ほ
し
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
、

3

　　　　τ　獲
　　齢i獣1

美々津和紙で作られた「たこ」

〃

■広報紙に掲載された写真を差しあげます。

希望する方は市総務課（費内線2234）まで

無病息災願って「やぐら餅つき」レ

　火消し地蔵として知られる平岩地蔵尊の大祭が、2

月19日から21日までの3日間行われました。今年は、

名物のやぐら餅つきに加え、歌謡ショーや演奏会があ

り、多くの参拝者でにぎわいました。やぐら餅つきは、

高さ4メートルのやぐらに7メートルのきねを使った

日本一大きな餅つき大会。参拝者は、無病息災を願い

ながら、綱を引いてきねをつきました。

ウミガメの創作童話を作ったよレ

　「ひらいわ子ども教室」の受講生17人が1年間の講

座で学んだことを創作童話として発表する会が3月14

日、南日向公民館で開かれました。受講生は平岩小学

校の児童たちで、1年間ウミガメの生態等について学

習してきました。児童たちの作った童話は、アカウミ

ガメの産卵やふ化の様．子を描きながら「命の尊さ」や

「自然環境の大切さ」を訴えています。

纒鯉口『

＜子供たちは地域で守り育てよう

　「地域教育力の再生に向けて一地域の子どもたちは

地域で守り育てよう～」をテーマにした第30回日向市

公民館振興大会は2月15日、市中央公民館で開かれま

した。大会では、自治公民館活動に積極的に取り組ん

でいる個人27人と1団体、優良公民館報を発行してい

る自治公民館2区の表彰のほか、宮副教育長の講演や

各地区の事例発表などが行われました。

＜商工会議所が満50歳

　日向商工会議所が満50歳を迎え、その記念式典が3

月14日、市中央公民館で開かれました。商工会議所は、

昭和22年に富島商工会議所として設立され、これまで

地域経済の振興や会員の福利厚生などに取り組んでい

ます。式典では、黒木数義会頭が「50周年を一一つの節

目とし、これからも地域商工の発展と会員の親睦を

図っていきます」とあいさつしました。

鋤蟻器嶽会．．．

Q

〃



1●みんなの広場

し
轡
軸
曝
錺

御
名
崎
ケ
鼻
遊
歩
道
か
ら

金
ケ
浜
遊
歩
道
ま
で
の
探
訪
記

③

　
昭
和
3
0
年
か
ら
4
0
年
ご
ろ
の
平
岩
港

は
、
自
然
の
磯
の
船
着
き
場
で
、
沖
が

し
け
て
高
波
が
打
ち
寄
せ
る
と
、
船
を

一
そ
う
涌
そ
う
引
き
ヒ
げ
て
波
を
避
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
本
当
に
不
便
な

船
溜
ま
り
の
よ
う
で
し
た
。

　
し
か
し
、
波
の
静
か
な
日
の
船
着
き

場
は
、
子
供
た
ち
の
格
好
の
水
泳
場
で
、

私
は
上
げ
潮
の
こ
ろ
合
い
を
見
て
、
当

時
小
学
生
だ
っ
た
3
人
の
．
t
供
ら
に
そ

れ
ぞ
れ
水
中
メ
ガ
ネ
を
つ
け
さ
せ
て
、

ミ
ナ
や
ト
コ
ブ
シ
な
ど
を
採
ら
せ
て
楽

し
ん
だ
も
の
で
し
た
．
．

　
防
波
堤
に
囲
ま
れ
た
今
の
よ
う
な
港

口入の道歩遊るあにきわの港

が
で
き
た
の
は
、
昭
和
5
0
年
ご
ろ
の
よ

　
　
う
で
す
．
．
近
年
の
あ
る
日
、
た
ま

　
　
た
ま
波
が
高
く
、
そ
れ
に
満
潮
の

　
　
時
刻
に
港
の
様
子
を
見
る
こ
と
が

　
　
あ
り
ま
し
た
。
港
は
、
防
波
堤
を

乗
り
越
え
て
打
ち
寄
せ
る
高
波
が
港
内

に
流
れ
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
港
内
に

つ
な
が
れ
た
1
0
隻
あ
ま
り
の
漁
船
が
綱

を
張
り
、
波
に
揺
ら
れ
な
が
ら
も
停
泊

し
て
い
て
、
港
外
と
は
対
照
的
に
穏
や

か
な
風
景
で
し
た
．
、

　
ま
た
、
あ
る
と
き
は
、
静
か
な
港
内

に
物
々
し
く
高
い
ク
レ
ー
ン
を
据
え
た

作
業
船
が
海
底
に
堆
積
し
た
砂
を
す
く

い
揚
げ
て
い
ま
し
た
，
開
発
と
自
然
環

境
と
の
関
係
の
難
し
さ
を
、
改
め
て
考

え
さ
せ
ら
れ
た
光
景
で
し
た
．
〆

　
こ
の
平
岩
港
ま
で
は
、
当
然
車
で
行

く
こ
と
が
で
き
ま
す
．
、
で
す
か
ら
、
本

当
の
遊
歩
道
は
、
こ
こ
か
ら
が
始
ま
り

と
な
り
ま
す
．
、
渋
滞
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

横
か
ら
高
い
木
迄
の
方
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
舗
装
さ
れ
た
道
が
「
御
名
崎
ケ
鼻

遊
歩
道
」
の
ル
ー
ト
で
す
．
．

　
入
り
口
と
な
る
と
こ
ろ
は
、
ブ
ロ
ッ

ク
塀
に
「
船
釣
り
案
内
」
の
看
板
が
か

か
っ
て
い
ま
す
．
．

●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
ふ
る
さ
と
の
自

然
を
守
る
会
の
小
倉
久
信
さ
ん
（
原
町
）

に
寄
稿
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
先
月
号
で
ヤ
グ
六
田
モ
メ
と
あ
る
の

は
、
セ
グ
好
目
モ
メ
の
間
違
い
で
し
た
。

神
崎

勇
輔
さ
ん

　
　
　
（
2
8
歳
”
地
蔵

　富島漁協に勤務しています。細島の代表的

産業の漁業に携わりながら生まれ育ったまち

に1可か貞献できればいいですね。

　仕事以外では、社会人ラグビーチーム
「ウェールズ」で汗を流し、カラオケでスト

レスを発散しています，、先月は、ひょっとこ

マラソンにも挑戦しました，

い
き
い
き

　
　
青
春
ト
ー
ケ

藤
本
み
ゆ
き
さ
ん

　
　
　
　
　
（
2
3
歳
一
西
草
場

r

　三輪商事㈱日向出張所に勤め3年目になり

ます。今、熱中していることはバレーボール。

決して上手ではありませんが、職場の仲間と

週1回、和気あいあいと楽しんでいます。

　また、最近、着付けも習い始めました。小

学生のころ日本舞踊を少し習ったので、これ

を機に復活させようかな…　。

β

小畑　浩一・陽子さん家の

わんぱくくん（高砂町）

たく　や

拓也くん

　　（3歳7力即

今日は3歳児検診。毎日

頑張って歯を磨くから虫歯

が1本もなかったよ。健康

で元気な男の子に育ってね。

　　　｝昌
＿垂以三

ノ

■
子
育
て
相
談
（
日
向
市
保
育
協
議
会
）

◇
と
き
1
1
4
月
1
1
日
（
土
）
。
2
5
日
（
土
）

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
3
0
分

◇
と
こ
ろ
1
ー
ア
ス
テ
ィ
日
向
寿
屋
3
階

　　鴨

・　ミ

塩月　宏明・清子さん家の

　おてんばちゃん（永江町）

れ　な

伶奈ちゃん

　　昭歳7ヵ月）

将来はメロンパンナにな

りたい伶奈ちゃんも今Bの

検診は異常なし。思いやり

のある優しい子になってね。

　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
保
育
協
議
会

が
実
施
す
る
子
育
て
相
談
の
日
程
、
子

育
て
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

だ

よ

り

子
育
て

のびのび子育て相談
デレホンサービス

《4月のテーマ》

53－5857

回 日　　　程 テ　　　一　　　マ
1
3／30～4／5 5歳児は、幼児期の完成期

2
4／6～4／12 現代っ子と食の役割

3
4／13～4／19 「我慢する心」の育て方

4
4／20～4／26 絵本の好きな子供にするには

5
4／27～5／1 子供と遊びについて考える

｝「．乏一ど千．」f．「f、．ヒ、5千．」．二．．」一「．．L7イ．．二7．．二7．．≒、ン「、r｛．．．「｛、．」二一．．÷、

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝噛
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

lUりこ鑛割
1　　　　　　　　　　　　　ヰ
：1　　　　　　　　　　　　斗
季　日を追うごとに「春」を実感します1

航が、春の語源は「発る（ハル）」とか「張テ
：1：る、で、植物の芽が膨らんでくるよう：1：

i腰響がみなぎる有り様を表し：ll

l　一方、英語の春は「スプリング」で　ll

／すが、これには・とび亘「・・ネ」1

ゴなどの意味があります。つまり、二本与
：段別洋で椿の語源には一脈通ず・：1：

ケところがあるようです。　　　　　　　｛

㌧青1㌔盤面繍翻1忍1：
　　

1する農耕過程のひとめぐりを表してい　1

．1ました。　　　　　　　　　　　　　　’

1　私たちの社会でも春は、入学や就職、、、

｝：勇難欝礫群舞鍍翫
Pます∩

1融館もこの・春、を迎えます．何1

：；1か読みたい、何か調べたいという方々　〕…：

．旨：．の役に立つような生き生きとした図書．｛

1館にしょうと思っています。　　　　1．

：：…：：貸出ベストテン〈平成1・年・月〉：：1：

1①星の輝き《上・下》（シドニィ・シェ　ll

l　ルダン：アカデミー出版　　　　　l

l②哀しい予感（吉本ばなな：角川書店）71
！．③失楽園《上・卜》（渡辺淳一：講談社）1：

ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワ
欠Cふたり　（庸沢寿明：旧冬舎）　　　　1．

1瀦繍か二二臨藩肩
　⑦むかつくぜ（室井滋：マガジンハウス／．、

1②鉄腕アトム（手塚治虫：講談社）

1⑨三つ目がとおる（手塚治虫：講談社）羊
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　
　⑩三毛猫ホームズの無人島（赤川次郎：　1

．：：　光文社♪　　　　　　　　　　　　　｝｝

」．」．，ご．．．．5一．詮．＿．．・丁．．・．．．．Lヒー．≒．．．・丁．・，．．．ン．．一・一7．ご一．弘．．．．＝r一．．一｝．二一．．．」

溜



市役所は8代表

52－2111

1

一
　
保
険
料
前
納
で
宿
泊
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

前
納
が
お
得
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料

金
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー
「
あ
お

し
ま
太
陽
閣
」
の
宿
泊
券
を
、

2
0
0
人
の
方
に
テ
レ
ホ
ン

カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

◇
応
募
方
法
目
官
製
は
が
き
に

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
H
・
電

話
番
号
及
び
前
納
期
間
を
明
記

の
う
え
、
5
月
3
1
日
ま
で
に
「
あ

お
し
ま
太
陽
閣
」
に
送
付
す
る

こ
と

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
1
1
国
民

年
金
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー
「
あ

お
し
ま
太
陽
閣
」
　
亟
8
8
9

1
2
1
6
3
　
宮
崎
市
青
島
西

1
1
1
6
1
2
（
容
0
9
8
5
1

65

P
1
5
3
1
）

ポリテクセンター莚岡

　　（雇用促進事業団）

　ポリテクセンター延岡では、さ

まざまな研修や訓練などを行って

います。ぜひ、ご利用ください。

①能力開発セミナー

　平日の夜間や休日を利用した平

均8日間程度のセミナーで、120

コース実施しています。

②通信講座

　各種技能士1・2級の38コース

を準備しています。技能検定の学

科試験が免除され助成金の対象に

なります。

③施設の開放

　教室・実習場の施設や各種機器

等が利用できます。

④職業訓練（6カ月）

　雇用保険受給者を対象に、再就

職のための新しい知識や技能を身

につける訓練を行っています。

　詳しくは、雇用促進事業団・ポ

リテクセンター延岡（君0982－

37－0675）へ。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
毎

月
ご
と
の
納
付
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
4
月
3
0
日
ま
で
に
そ
の

年
度
分
の
保
険
料
を
ま
と
め
て

納
め
る
方
法
が
あ
り
ま
す
．
．
こ

れ
を
前
納
と
い
い
、
お
得
な
割

引
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
平
成
1
0
年
度
の
定

額
保
険
料
－
万
3
3
0
0
円
を

毎
月
納
め
る
と
1
5
万
9
6
0
0

円
に
な
り
ま
す
が
、
4
月
末
ま

で
に
前
納
す
る
と
1
5
．
力
5
7
5

0
円
と
な
り
、
3
8
5
0
円
の

お
得
で
す
。
同
様
に
付
加
保
険

料
に
も
割
引
制
度
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
市
民
課
年
金

係
（
倉
内
線
2
1
3
7
）
へ
。

　
ま
た
、
県
で
は
、
平
成
1
0
年

4
月
中
に
国
民
年
金
保
険
料
を

前
納
し
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で

30

l
（
ペ
ア
ー
5
組
）
に
国
民
年

　
該
当
す
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

◇
対
象
者
1
1
重
度
の
障
害
（
身

体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
、
精

神
病
者
）
を
も
つ
2
0
歳
未
満
の

児
童
を
看
護
・
養
育
し
て
い
る

父
・
母
、
も
し
く
は
養
育
者

◇
支
給
額
1
1
1
級
（
身
体
障
害

者
手
帳
－
級
、
療
育
手
帳
A
程

度
）
　
月
額
5
万
3
5
0
円
、

2
級
（
身
体
障
害
者
手
帳
2
級
、

療
育
手
帳
B
1
程
度
）
　
月
額

3
万
3
5
3
0
円

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

◇
対
象
者
1
1
2
0
歳
未
満
で
あ
っ

て
、
政
令
で
定
め
る
程
度
の
重

度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
た

め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時

の
介
護
を
必
要
と
す
る
障
害
児

◇
支
給
額
1
1
月
目
－
万
4
2
7

0
円【
心
身
障
害
児
介
護
手
当
】

◇
対
象
者
1
1
身
体
障
害
者
手
帳

や
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
者
の
う
ち
、
2
0
歳
未
満
の

心
身
障
害
児
（
施
設
入
所
者
を

除
く
）
の
保
護
者
ま
た
は
特
別

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
者
◇
支
給
額
H
月
額
5
0
0
0
円

　
人
（
た
だ
し
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
を

受
給
し
て
い
る
者
は
、
月
額
3

0
0
0
円
　
人
）

　
詳
し
く
は
、
市
福
祉
事
務
所

（
雪
内
線
2
ユ
7
1
）
へ
．
．

　
リ
ハ
ビ
リ
交
流
会
の
参
加
者
募
集

揮

交通事故の保険請求のご相談

　交通事故の自動車損害賠償責任保険並

びに任意自動車保険の請求について、無

料で相談に応じます。

◇相談所＝（馬具本損害保険協会・宮崎

自動車保険請求相談センター（麿0985

－28－1199）

※電話での相談も受け付けています

一
　
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
の
募
集

　
あ
な
た
の
参
加
を

　
待
っ
て
い
ま
す

女
性
の
地
位
向
上
を
図
り
、

21

｢
紀
に
向
け
て
男
女
が
共
に

す
て
き
に
生
き
る
た
め
の
社
会

づ
く
り
を
目
的
に
毎
年
開
催
し

て
い
る
「
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
．
、

　
今
、
市
は
、
こ
の
女
性
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
企
画
、
運
営
な
ど
を
手

伝
っ
て
い
た
だ
け
る
実
行
委
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
．
、
市
内
に

居
住
す
る
方
な
ら
男
女
を
問
わ

ず
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま

す
．
、
今
年
は
、
あ
な
た
も
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
．
．

　
希
望
す
る
方
は
、
4
月
2
0
日

ま
で
に
市
企
画
課
（
容
内
線
2

2
2
0
）
ま
で
．
．

一
　
障
害
の
あ
る
児
童
を
扶
養
す
る
方
へ

　
ご
存
じ
で
す
か

障
害
児
の
手
当
制
度

（

　
市
は
、
障
害
の
あ
る
2
0
歳
未

満
の
児
童
や
、
そ
の
児
童
を
扶

養
す
る
方
に
対
し
、
次
の
よ
う

な
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
．
．

乱

一
緒
に
仲
良
く

リ
ハ
ビ
リ
し
ま
せ
ん
か

　
市
は
、
脳
卒
中
後
豊
1
9
症
等
で

自
宅
療
養
し
て
い
る
も
の
の
、

家
庭
で
生
活
す
る
う
え
で
必
要

な
訓
練
を
受
け
る
機
会
の
少
な

い
方
を
対
象
に
、
リ
ハ
ビ
リ
交

＠市は「身元調査お断り運動」を推進しています

レ市政ニュース・行事は市政テレホンサービス容52－2000・2070へ

流
会
を
開
き
ま
す
。
多
く
の
仲

間
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
楽
し

く
リ
ハ
ビ
リ
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
．
、
1
1
向
市
民
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
、
月
－
回
の

チ
定
で
す
．

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め

に
市
健
康
管
理
課
（
含
内
線
2

1
8
1
）
ま
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。一

　
暴
走
行
為
の
追
放
を

家
族
ぐ
る
み
で

　
交
通
安
全

　
深
夜
、
国
道
1
0
号
線
の
大
土

谷
か
ら
財
光
寺
に
か
け
て
繰
り

返
さ
れ
る
暴
走
行
為
の
爆
音
で

付
近
の
住
．
民
の
方
か
ら
、
「
安

眠
を
妨
げ
ら
れ
、
体
調
を
崩
し

て
い
る
」
と
い
う
声
が
上
が
っ

て
い
ま
す
．
、

　
ま
た
、
沿
線
に
は
、
病
院
も

一
多
数
あ
り
、
入
院
し
て
闘
病
生

活
を
送
っ
て
い
る
方
も
多
く
い

ま
す
。

　
事
故
の
悲
惨
さ
を
思
い
、
思

い
や
り
の
あ
る
心
を
も
っ
て
、

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
．
．
死
亡
・
重
大
事

故
に
つ
な
が
る
「
暴
走
」
「
飲
酒
」

運
転
が
危
険
だ
と
い
う
こ
と

は
、
だ
れ
で
も
分
か
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。
分
か
っ
て
い
な
が

ら
こ
れ
ら
の
危
険
な
行
為
を
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
悪
質
で
弁

解
の
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
、
．

　
皆
さ
ん
も
家
族
ぐ
る
み
地
域

ぐ
る
み
で
交
通
安
全
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
暴
走
は
し
な
い
、

さ
せ
な
い
、
見
に
行
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
．
．

　
万
　
の
ケ
ガ
や
賠
償
責
任
の
た
め
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

え
ま
し
ょ
う
〔
．

　
申
込
用
紙
は
、
市
教
育
委
員

会
社
会
体
育
課
（
燈
内
線
2
4

5
5
）
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
．
．

　
詳
し
く
は
、
卿
ス
ポ
ー
ツ
安

全
協
会
宮
崎
県
支
部
（
容
0
9

8
5
1
5
8
1
5
6
3
3
）
へ
．
．

　
職
場
は
す
べ
て
週
4
0
時
間
労
働
制

　　2月中の交適事故

日向市分

　
平
成
1
0
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
の
加
入
受
付
が
3
月
か

ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
子
供
会

や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
文
化
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
5
人

以
上
の
団
体
で
あ
れ
ば
加
入
で

き
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入

し
て
万
一
の
ケ
ガ
や
賠
償
責

任
、
突
然
死
な
ど
の
事
故
に
専

一ゆ週騒と40学
■置据　 ＾・

週
4
0
時
間
労
働
制
で

ゆ
と
り
と
や
ル
気

　
平
成
9
年
4
月
1
日
か
ら
特

例
措
置
対
象
事
業
場
を
除
く
全

て
の
事
業
場
に
「
週
4
0
時
間
労

働
制
」
が
適
用
さ
れ
ま
し
た
．
、

「
週
4
0
時
間
労
働
制
」
を
実
施

す
る
こ
と
は
、
従
業
員
の
ゆ
と

り
と
や
ル
気
を
生
み
出
す
と
と

も
に
、
若
く
優
秀
な
人
材
を
確

保
・
定
着
さ
せ
る
た
め
に
も
不

可
欠
な
条
件
で
す
。

　
仕
事
の
仕
組
み
や
実
態
に
あ
っ

た
労
働
時
間
制
を
工
夫
し
、
労

働
時
間
短
縮
に
よ
る
企
業
や
職

場
の
活
性
化
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
、
宮
崎
労
働
基
準

局
蒼
0
9
8
5
1
2
4
1
2
2

0
5
）
ま
た
は
延
岡
労
働
基
準

監
督
署
（
倉
0
9
8
2
1
3
4
1

3
3
3
1
）
へ
．
、

　
ヤ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ウ
ィ
ン
グ
九
州
9
8

一国際
的
視
野
を

広
め
ま
し
ょ
う

「
九
州
は
ひ
と
つ
」
を
合
言

葉
に
、
九
州
8
県
が
共
同
で
実

施
す
る
「
ヤ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
ウ
ィ
ン
グ
九
州
9
8
」
の
平

成
1
0
年
度
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

◇
募
集
期
間
1
1
4
月
1
B
（
水
）

～
3
0
H
〔
木
）

◇
訪
問
先
1
1
中
国
及
び
韓
国

◇
日
程
1
1
8
月
2
2
口
！
3
0
日

愛
の
ご
寄
付
（
敬
称
略
》

社
会
福
祉
協
議
会
扱
分

　
　
2
月
2
8
日
現
在

伊江黒柏甲東
謫｡木田斐

故

ア　ミ　ト

ケグナシ君文
刀@リ　トコ代雄

人

喜市信安丑菊 喪

秋男夫徳弥代 主

高亀堀永別江 地
砂崎一
町東方江府良 区

　　4月初献血日程

GIVE　BLOOD　SAVE　LIFE

　　　　　　献血は心の贈りもの

24日㈹

27日㈲

東ソー9＝30～11＝30

南日本ハム13：00～16＝00

日向市役所10＝00～17：00

◇
参
加
費
1
1
7
万
3
0
0
0
円

◇
募
集
人
員
1
1
県
内
に
在
住
す

る
2
0
歳
以
上
3
0
歳
⊥
木
満
の
男
女

各
1
4
人

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
市
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
（
君
内
線
2
4

2
3
）
ま
た
は
県
女
性
青
少
年

課
釜
0
9
8
5
1
2
6
－
7
0

4
1
）

治児日甲江谷黒海浅黒那黒日
田玉高斐藤口木野利木須木高
　　　ヨチ　　　　　　クシチ
恵照治シヨ　　鐵ケ孝ニオサ
子子利雪シ栄覚夫サ安子リ子
．喜芳千政重ユ美壽幸チ武
　　　　　　　　　　　司茂　　津　　キ　賀　サ
彰宣子夫文工穂子男子美
比秋都石梶新新高本下新落川
　　城　　財財　　原財　崎
良山市並木市市松谷町市鹿市

　　4月の相談日程

◇交通事故巡回相談
　　と　き■4月17［（金）

　　　　　　　　10：30－14　　30

　　ところ■中央公民館

◇年金巡回相談
　　と　き■4月14FI（火）

　　　　　　　　10：00～15　
00

　　ところ■青少年ホーム

拶
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保健婦です

戸
、
4

蔭

、「
昏

　
市
は
、
今
年
度
の
ま
と
め
の
事
業
の
一
つ
と
し
て

現
在
、
高
脂
血
症
教
室
を
案
内
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
平
成
9
年
度
中
に
基
本
健
康
診
査
を
受
け
ら
れ

た
方
の
中
で
血
液
中
の
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
基

準
値
よ
り
高
か
っ
た
方
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
も

の
で
す
。
今
、
こ
れ
を
読
ん
で
い
る
方
の
中
に
も
封

筒
が
届
い
た
方
が
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
8
年
度
に
実
施
し
た
高
脂
血
症
教
室
で
は
、

次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
し
た
。

　
昨
年
の
消
費
生
活
展
で
の
こ
と
。
一
人
の
ご
婦
人

が
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
立
ち
寄
ら
れ
、
「
昨
年
検

診
後
、
高
脂
血
症
教
室
の
案
内
が
来
て
、
い
や
だ
っ

た
け
ど
受
け
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
か
ら
指
導
の
あ
っ

た
と
お
り
に
気
を
つ
け
て
い
ろ
い
ろ
実
行
し
た
ら
、

今
年
は
医
師
か
ら
百
点
満
点
と
言
わ
れ
ま
し
た
」
と

喜
ん
で
い
ま
し
た
．

　
今
年
は
、
あ
な
た
も
高
脂
血
症
教
室
に
参
加
し
て
、

健
康
の
百
点
満
点
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
．
、
〈
三
樹
〉

、

，層

⊂雲壌⊃　3カ月児健診（第2・第4金曜日）

日　時◇4月10日、24日

対　象◇平成10年1月生まれ

　7カ月児健診（毎月1回）

B　時◇4月17日〔金）

対　象◇平成9年9月生まれ

　1歳児健康相談（毎月1回）

日　時◇4月21日（火〕

対　象◇平成9年3月生まれ

　1歳6カ月児健診（毎月1回）

日　時◇4月9H（木）

対　象◇平成8年9月生まれ

　3歳児健診（毎月1回）

日　時◇4月3日（金）

対　象◇平成6年9月生まれ

※受付時間は、3カ月児　午後1

時～1時30分、7カ月児・1歳6カ

月児・3歳児　午後1時～2時、

1歳児　午前9時30分～10時です。

　母子健康手帳を忘れずに、市民

健康管理センター（8内線2181・

2182／まで。

．

陶

■
．

日向市の人ロと世帯
　　　　　（平成10年3月1日現在）

人口　59，179人（十36）

　男28，051人（十22）

　女31，128人（十14）

世帯数　　2L240世帯（十15）

25人

44人

出
亡
転
死

49人

56人

入
生
転
出

三股病院〔内・外・整外・胃腸・麻酔君58

〔｝034）　尾崎眼科〔眼含525600｝　今給黎
5日
医院〔内・循環倉542459｝　寺尾医院〔産

婦君631447｝

渡辺病院〔産婦・泌尿君57mlD　日生堂

医院（内・口外・麻酔燈538910｝吉田医
12日

院〔内・循環・小児倉544401）　武富医院

（皮君525522〕

r代田病院〔内・外・整外・胃腸・リハ・

19日 皮・放・麻酔雪527111｝　柳田医院（産貢希

君5229501瀧井病院〔内・精神君5224（〕9〕

．二木医院〔産婦・外・胃腸・放君54判68）

26日
協和病院〔精神・神経君542806｝　小島医

院　〔内・消化・外・整外・皮・泌二君63
12121

鮫島医院（言外852819D　吉森医院（内・

29日 胃腸・循環・呼吸君5240・重6）永田医院（産

婦君523388〕

※当番医が変ることがあります。テレホンサービス（實53－1214）で確認を。

後編

記集
伽！．

母

　
今
月
号
の
「
ひ
む
か
人
」
で

は
、
美
々
津
の
佐
々
木
寛
治
郎

さ
ん
を
紹
介
し
ま
し
た
．
．
同
業

者
が
少
し
ず
つ
減
っ
て
い
く
中

で
、
か
た
く
な
に
美
々
津
手
漉

き
和
紙
の
伝
統
を
守
り
続
け
て

き
た
佐
々
木
さ
ん
。
取
材
で
．

心
心
に
残
っ
た
言
葉
は
「
本
物

を
作
る
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

こ
れ
は
、
「
偽
物
」
に
対
し
て

の
「
本
物
」
と
い
こ
と
で
は
な

く
、
「
最
高
の
も
の
」
と
．
百
う

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
．
．

　
情
報
の
あ
ふ
れ
る
中
、
私
も

「
本
物
の
広
報
紙
」
を
皆
さ
ん

に
お
届
け
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
ま
す
．
．
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